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東
京
の
神
田
神
保
町
は
古
書
店
街
と
し
て
有
名
だ
が
、
一
体
は
学

生
街
と
し
て
い
く
つ
も
の
顔
を
持
つ
。
神
田
小
川
町
に
は
ス
ポ
ー
ツ

用
品
店
が
軒
を
連
ね
、
駿
河
台
下
か
ら
Ｊ
Ｒ
御
茶
の
水
駅
方
面
に
向

か
う
と
い
ま
も
楽
器
店
が
目
立
つ
。
そ
し
て
、
こ
の
エ
リ
ア
は
中
華

料
理
店
の
数
も
多
い
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
中
国
人
留
学
生
が
数
多
く

生
活
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。

日
清
戦
争
（
一
八
九
四
～
五
年
）
後
の
ピ
ー
ク
時
、
我
が
国
へ
の

中
国
人
留
学
生
は
一
万
人
を
超
え
た
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の
受
け
入

れ
先
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
神
田
錦
町
の
「
経
緯
学
堂
」。
中
国
・

韓
国
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
明
治
大
学
の
前
身
、
明

治
法
律
学
校
が
一
九
〇
四
年
か
ら
五
年
余
り
設
け
た
。

当
時
の
新
聞
に
は
、
毎
週
の
よ
う
に
清
国
留
学
生
に
関
す
る
記
事

が
出
て
い
る
。
そ
し
て
中
華
街
に
つ
い
て
も
「
数
年
前
ま
で
は
市
中

に
て
支
那
料
理
の
看
板
を
掲
ぐ
る
も
の
容
易
に
見
当
た
ら
ざ
り
し

が
、
今
は
至
る
処
に
支
那
料
理
、
支
那
蕎
麦
な
ど
云
へ
る
暖
簾
五
歩

に
一
亭
十
歩
に
一
楼
と
云
ふ
べ
き
有
様
に
て
何
れ
も
彼
等
留
学
生
を

相
手
に
可
な
り
の
収
入
あ
り
と
云
ふ
、
中
に
も
神
田
、
牛
込
、
本
郷

の
如
き
、
彼
等
の
群
集
す
る
処
は
頗
る
繁
盛
」
と
記
し
て
い
る

（
一
九
〇
六
年
七
月
一
六
日
付
読
売
新
聞
）。

若
き
周
恩
来
（
一
八
九
八
年
―
一
九
七
六
年
）
が
こ
の
か
い
わ
い

で
す
ご
し
た
の
は
一
九
一
七
年
か
ら
。
神
田
神
保
町
の
小
さ
な
公
園

に
は
、
周
恩
来
が
学
ん
だ
こ
と
を
記
す
東
亜
高
等
予
備
学
校
跡
の
碑

が
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
の
店
で
、
現
存
す
る
の
は
一
九
〇
六
年
開

業
の
揚
子
江
菜
館
や
一
九
一
〇
年
開
業
の
漢
陽
楼
。
周
恩
来
が
日
記

に
記
し
た
漢
陽
楼
で
は
、
い
ま
も
周
恩
来
ゆ
か
り
の
店
と
う
た
っ
て

い
る
。

二
〇
一
一
年
に
創
立
一
三
〇
周
年
を
祝
う
明
治
大
学
で
は
来
秋
、

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
と
と
も
に
、
こ
の
「
神
田
中
華
街
」
に
つ
い
て
の
催

し
を
企
画
す
る
。ゆ
か
り
の
店
な
ど
が
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
大
学
と
中
華

料
理
店
の
仲
介
役
と

な
っ
て
い
る
の
が
、

「
本
の
街
・
神
保
町

を
元
気
に
す
る
会
」

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
新
世
界
菜
館
の
専

務
、
傳
永
興
さ
ん

（
五
八
）
だ
。
新
世

学
生
街
を
歩
く
③

周恩来が学んだ学校の跡を示す碑
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界
菜
館
は
一
九
四
六
年
開
業

だ
。
傳
さ
ん
は
生
ま
れ
も
育
ち

も
神
田
で
あ
る
。
各
店
が
個
性

を
競
い
合
っ
た
時
代
へ
の
こ
だ

わ
り
は
強
く
、
ほ
か
に
も
、
紹

興
酒
の
本
場
で
、
周
恩
来
の
故

郷
で
も
あ
る
紹
興
の
名
店
の
名

を
冠
し
た
店
な
ど
、
個
性
的
な

店
を
新
た
に
出
店
し
て
い
る
。

現
在
の
留
学
生
と
街
の
つ
な

が
り
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。「
か

つ
て
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
働
い
て
い
た
が
、
い
ま
は
う
ち
の
店
に

も
い
な
い
。
こ
の
二
〇
年
で
中
国
の
経
済
発
展
の
影
響
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
傳
専
務
は
見
る
。

明
大
は
文
部
科
学
省
の
グ
ロ
ー
バ
ル
30
採
択
校
。
四
〇
〇
〇
人
の

留
学
生
受
け
入
れ
を
目
標
と
し
て
い
る
。
今
年
五
月
一
日
現
在
、
明

大
の
留
学
生
は
一
〇
一
三
人
。
こ
の
う
ち
、
韓
国
（
四
四
七
人
）
と

中
国
（
三
九
七
人
）
で
八
割
強
を
占
め
る
。

明
治
大
学
の
経
営
学
部
を
経
て
経
営
学
研
究
科
の
修
士
を
こ
の
春

に
修
了
し
、
そ
の
目
と
鼻
の
先
で
「
上
海
屋
台
九
頭
鳥
（
く
と
う
ち

ょ
う
）」
の
店
長
を
務
め
る
の
が
馬
謙
さ
ん
（
二
八
）。
院
生
時
代
の

昨
年
か
ら
店
長
を
務
め
て
い
る
。
人
事
管
理
や
接
客
の
仕
方
を
見
直

し
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
経
営
学
を
実
践

中
だ
。

中
国
で
大
学
に
進
ん
だ
後
、
明
大
へ
。
高
橋
正
泰
教
授
（
研
究
科

長
）
の
下
で
組
織
論
を
学
ん
だ
。
以
前
は
、
中
国
人
留
学
生
会
の
中

心
的
存
在
で
、
納
谷
廣
美
学
長
の
訪
中
の
際
に
は
通
訳
を
務
め
、
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
他
の
留
学
生
の
相
談
に
も
乗
っ

て
き
た
。「
明
治
、
大
好
き
だ
か
ら
」
と
、
個
性
を
重
視
し
、
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
を
自
由
に
学
べ
る
学
風
を
高
く
評
価
す
る
。

馬
さ
ん
の
店
は
、
明
大
の
学
生
証
が
あ
れ
ば
割
引
に
な
る
こ
と
も

あ
っ
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。
中
国
語
を
学
び
た
い
日
本
人
学
生
も

ア
ル
バ
イ
ト
で
働
く
。

そ
し
て
、
い
ま
も
馬
さ

ん
が
所
属
し
た
ゼ
ミ
生

や
研
究
室
の
院
生
、
卒

業
生
ら
が
集
ま
る
。
そ

の
中
に
は
社
会
人
も
多

い
。
現
在
の
ゼ
ミ
に
も

中
国
、
台
湾
、
韓
国
の

留
学
生
が
所
属
す
る
。

そ
の
姿
は
、
こ
れ
か
ら

の
大
学
を
先
取
り
し
て

い
る
よ
う
だ
。

中国・紹興ゆかりの名前を冠した店も

馬さんの店に集まった高橋教授のゼミ生や院生ら


